
事業の概要・背景

成果指標

モデル性に係る取組（実現性・継続性・創意工夫）

久御山町
田井・島田エリア

子育て世代があふれる久御山中央公園『まちのにわ』プロジェクト

【概要】
〇本事業は、食をテーマに本町の住民、農業、工業を結びつけ、まちの魅力向上を目指す『まちのにわ構想』を基本構想とし、構想の拠点施設で
ある久御山中央公園の利活用方法を考え、子育て世代を中心に、あらゆる世代が集い憩える場『まちのにわ』を創出し、すべての人が居場所と
役割のあるコミュニティづくりを行い、地域力で子育てするまちの実現を目指す。

【背景】
〇『まちのにわ』の実現に向けて、令和元年度に同公園を活用した子育て世代交流イベント「まちのがっこう」を実施し、「にぎわい」空間の創出を
行い、交流する「場」としての同公園のポテンシャルが確認できたことから、今後、住民・企業主体の「まちのがっこう」を持続的に実施していくこ
ととし、事業展開に向けた自立支援を実施していく。また、「まちのがっこう」の実施により明らかになった、動線確保等の環境整備を進める。

◇持続的な交流の「場」づくり（住民企業連携の交流イベント開催）
◇公園利活用の検討・企画
◇農業ふれあい体験
◆あるくまちくみやまプロジェクト

○あらゆる世代の住民や民間企業などが参画し、活用できる場『まちの
にわ』の創出のため、官民連携手法により民間の資金・技術・経験を
活かした久御山中央公園の整備を行う。

○積極的なエリア情報の発信、交流イベント等の実施により、子育て世
代を中心に互いに「学ぶ・伝える・助け合う」関係を構築する。

主な事業 ◇：交付対象事業
◆：関連事業

子育て世代を中心とした、あらゆる世代が交流する「場」を提供するた
め、住民・企業から組成した運営主体による新たな「まちのがっこう」を
開催し、官民のアイデアを生かした久御山中央公園の整備に繋げる。

また、あらゆる世代の交流を通じて、地域で子育てができる地域力を形
成していく。

ポイント

令和元年（基準値） 令和６年（目標値）

○年間出生数 99人 120人

○まちのがっこう参加者数 700人 1,000人

○子育て環境・支援満足度 38％ 48％


